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材料 ・プ ロセス 情報 ライ フサイ エンス 環境
全体太 陽電池 超電導 人工知 能 ナ ノテ ク が ん 脳機 能 ごみ処理 気象変動
全課題 18 12 14 21 17 18 17 15 132
同一課題 1 4 3 1 0 0 1 2 12
類似課題 4 1 1 1 2 2 1 0 12
























































専 門 度 重 要度 実 現時 期
代 替 讃題 の提 案
当該 課 題 の代 わ りと
課題 実 現 に 必要 な 条件 課 題 実 現 に関 す る要 因 の評 価
課 題別 コ メ ン ト
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【評 価 の段 階 】 【評価 の段 階 】 【評価 の段 階】
＋　 非常 に重 要 な る課題 を 自由 に ＋　 非 常 に 必 要 ＋ ． 十　 分 積 極 的 な コ メ ン ト
0　 中程 度 重 要 お 書 き下 さい 0 ． 中程 度 必 要 0 ． 中 程 度 を歓 迎 します
　ー 重 要 で な い
又 は不 要
　ー 必 要 で な い 一 ． 不 十 分
l 2 3 4 l 2 3 4 5 6 7 8
l
変 換 効 率 2 0 ％以 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
0
十 ＋ ＋ 十 十 十 ＋ ＋ ＋ 十 ＋ ＋
上の 大面 積 ア モル
フ ァス シ リコ ン太
陽 電 池 が実 用化 さ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
れ る。 1 】 l I 1 l I l l l 1 l 1 l l l l
Z
変 換 効率 2 0 ％ の 十 ＋ ＋ ＋ ＋
0
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ ＋
大 面 積薄 膜 太陽 電
池 が 実用 化 さ れ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
る。 I l l 1 l I I I l I I l 1 1 l I l
図1．4－2　第2回調査の設問型式（日本）
101：変 換 効 率 2 0 ％以 上 の大 面 積 ア モ ル フ ァス シ リコ ン太 陽電 池 が 実 用 化 され る。
有 効
回 答
専　 門　 度 重　　　　 要　　　　 度 実　　 現　　 時　　 期
大 中 小 無
① 科 学 技 ② 経 済 の ③ 環 境 の ④ 発 展 途 ⑤ 社 会 の
？
’96 ’01 ’06 ’11 ．16’21 実 現
致 術 の 発 展 発 展 の た 向 上 の た 上 国 の 発 発 展 の た ？ ？ ？ ？ ？ ？ しな





















　／ 1 2 3 41 1 2 1 3 1 1 2 1 3 1 1 2 1 3 1 1 2 1 3 1 1 2 1 31 2　 1　 3 4 5 6 7 8
課 題 実 現 に必 要 な条 件 課　 題　 実　 現　 に　 関　 す　 る　 要　 因　 （ 現 状 ）　 の　 評　 価
① 科 学 技 ② 将 来 の ③ 将 来 の （彰 産 業 界 ② 公 的 な ③公共 の助 ④ 国 際 共 ⑤社会 一般 ⑥ 研 究 開 ⑦ 人材の確 ⑧　 ペ　 ン ⑨ 現 在 の
術 上 の 間 市 場 に お 市 場 に お の 取 り 組 規 制 成 同 開 発 の の理解 党 資 金 、 保 及び育成 チ ャーキ ャ 研 究 開 発
題 が 解 決
さ れ る こ
と
け る 需 要
の増大
け る 価 格
競 争 力 の
向上





































回収状況 回答者の内訳 （第 2 回アンケー ト調査）
第 1 回アンケー ト調査 第 2 回アンケー ト調査 性別 年　　　 代 職　 業 職　 種


















材料 ・プロセス 30 199 15979．9％ 159 12377．4％ 123 0 0 10 42 53 16 2 56 46 11 9 11 5 8
情報 ・エレク トロニ クス 35 175 125 71．4％ 12588 70．硝 87 1 1 1436 31 5 1 33 47 8 0 0 85 3
ライフサイエンス 35 166 12g77．7％ 12g 92 71．3％ 88 40 15 33 32 12 0 8 65 14 4 1 83 8
環境 32 183138 75．4％ 138102 73．9％ 98 4 0 10 34 37 21 0 23 36 32 ll 076 26
合計 132 723 551 76．2％ 551405 73．5％ 396 9 1 49 145 153 54 3 120 194 65 24 2 359 45
合計 （％） 98％ 2％ ほ 12％ 35％ 38％ 13％ 1％ 30％ 48％ 16％ 5％ 1％ 89％ 11％
（ドイツ）
分　 野 課 題 数
回 収 状 況 回 答 者 の 内 訳 （第 2 回 ア ンケ ー ト調 査 ）
第 1 回 ア ン ケ ー ト調 査 第 2 回 ア ン ケ ー ト調 査 性 別 年　　　 代 職　 業 職　 種


















材 料 ・プ ロセ ス 30 4 94 14 8 30．0％ 14 8 11376．硝 10 5 4 7 19 20 41 20 1 3 6 46 2 2280 27
情 報 ・エ レ ク トロ ニ クス 3 5 710 19 827．9％ 19 8 140 70．7％ 13 0 46 28 39 51 9 03 9 69 3 23
＼ 10 8 26
ラ イ フサ イ エ ン ス 3 5 4 46 13 9 31．2％ 13 9 10 273．硝 89 10 1 27 27 31 8 1 14 70 5 5
＼
78 16
環 境 3 2 650 14 221．8％ 14 2 104 73．2％ 99 3 319 29 35 14 1 4 5 28 1 1 16
＼
68 32
合 計 13 2 2 300 6 2727．3％ 6 27 4 59 7 3．2％ 4 23 2 1 17 93 115 158 51 3 13 4 213 2 1 6 6
＼
3 4 10 1































人数 専大 一専 中 手専小 ！人数 尊大 j 専 中 専小
日 93 29％ 35％ 35％73　 ～　37％ 27時　 36％
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途 上 国 ∇　 ▽
ぶE虻ゝ
杜 A　　　　　　　　　　　 ∇
東　 I　　　　　　 II　 △ A 下 側 ： ド イ ツ の 結 果
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼



































































































！価格 喜十　　 品△　　　 ナ　　　　　　　　 ナ
j　　　　　 jブ　　　　 ／
指数100























































∇ 4 一一一 ′‾．′‾
下側 ：ドイツの結果1　　　　　　　 品 こ一　　　　　　 ヽ
＼ヽ
十分である、高い」）
／　　　 ’＼＼、 指数l。。 、

































サブエ リア 解明 開発 実用化 普及 合計
材
料
太陽電池 0 1 8 9 18
超電導 1 6 4 1 12
情
報
人工知能 1 4 5 4 14
ナノテク 0 7 12 2 21
がん 5 3 6 3 17
脳機能 13 4 1 0 18
環
境
ごみ処理技術 0 2 7 8 17
地球規模の気象変動 10 0 2 3 15





































































































課 題 番 号 課　 題　 内　 容 日本 ドイ ツ
308
ゲ ノム研 究 が 、 が ん の 診 断 の最 適 化 、 が ん の予 防 、 そ して が
94 100ん の 治 療 の新 し い戦 略 開 発 （遺 伝 子 治 療 ） の た め に応 用 さ れ
る 。
331
【追 加 課 題 】 が ん の転 移 の メカ ニズ ム が 分 子 レベ ル で 解 明 さ
94．7 98．9れ る 。
315
ヒ トの 脳 活 動 に 伴 う分 子 レベ ル の変 化 を 無 侵 襲 で 観 察 で き る
93．1 99．3技 術 が 開 発 され る 。
311
特 定 が ん につ い て 生 物 学 的 に 基 づ いた 遺 伝 子 治 療 法 が 開 発 さ
93 99．2れ る。
322 脳 の並 列 情 報 処 理 の 統 合 機 構 が 解 明 され る 。 95．8 96．1
118
臨 界 温 度 7 7 K を超 え る有 機 超 電 導 物 質 （フ ラー レ ン を含
94 96．2む） が 開 発 され る 。
20 1
人 間 の思 考 過 程 に お け る アイ デ ィア 創 造 の基 本 メ カ ニ ズ ム が
91．7 98．2解 明 さ れ る 。
214
1 原 子 層 ご と に組 成や 不 純 物 濃 度 を 変 化 させ た 機 能 材 料 や 半
93．5 94．4導 体 デ バ イ ス が 普 及 す る。
320 脳 の神 経 回 路 網 形 成 の メ カ ニ ズ ム が 解 明 さ れ る 。 95 96．9
4 18
大 気 圏 、 海 洋 、 生 物 圏 を含 む 二 酸 化 炭 素 循 環 に 人 間 が 与 え る























課題 番号 課　 題　 内　 容 日本 ドイツ 日独 差
309
全 身のが んの位置 を探 し、が んの転 移を診断す るため
50．8 84．6 33．7の 3 次元イ メー ジング技 術等 の臨床診 断技術が実 用化
され る。
308
ゲ ノム研 究 が、が んの診断の最 適化、 がんの予 防、そ
4 9．2 82．3 33して がんの治 療の新 しい戦略 開発 （遺伝子 治療） のた
め に応用 され る。
311
特定 がん について生物学 的 に基づ いた遺伝 子治療 法が
4 5．2 77．9 32．6開発 され る。
4 11
人工知能 を用 いた 自動化 され た都市 ごみ焼 却 シス テム
57．3 87．3 30．1が実用化 され る。
332 【追加課 題】 がんの D N A 診断が普 及す る。 49．1 76．6 27．5
423
エル ニーニ ョ現 象の実 態が大気 、海 洋、雪氷 等の地球
75．5 50 25．5規模 の変 化 と関連 して解 明され る。
4 17





































課題番号 課題 内容 日本 ドイ ツ
429
オ ゾン層を破壊せず 、地球 温暖化 の点 で も問題 がな い、 フロン
96．3 98．8及びハ ロンの完全な代替 品が実用化 され る。
4 15
汚染物 質 を吸着 ・分解す る微生物 を利用 す ることによ り、大規
97．8 96．7模 に汚 染 され た土壌 が浄化 され る。
427
化石 エネルギ ー源 の利用の大部分が 再生 システム （再 生可能エ
96．3 98．1ネル ギー） に代用 され、二酸化炭素 の指数的増加の抑制 がは じ
まる。
428 世界 の二酸化炭 素の排出量が現在 の 8 0 ％まで低 下す る。 95．8 96．2
230 水 中や空気 中の汚染 物質 を連続的 にモニタ リングす るための、 90．7 100長期 間安定で 高感度 な微量分析 シス テムが普及す る。
113
住宅用 太陽電池が政府 の助成な しに普及 し、分散 した住宅 の電

















課 題 番 号 課　 題　 内　 容 日本 ドイ ツ
115
発 展 途 上 国 等 の 日照 量 の 多 い 国 の 電 力供 給 幹 禄 か ら遠 く離 れ
93．8 97．3た 村 落 にお い て 、 太 陽光 発 電 が 最 も重 要 な 電 力 供 給 源 とな
る 。
427
化 石 エ ネ ル ギ ー 源 の利 用 の大 部 分 が 再 生 シ ス テ ム （再 生 可 能
88．5 94．9エ ネ ル ギ ー ） に代 用 され 、 二 酸 化 炭 素 の 指 数 的 増 加 の 抑 制 が
は じ ま る。
4 16
砂 漠 化 の 本 当 の原 因 が 、 全 球 的 な気 候 変 化 に伴 う もの か 人 為
90．1 9 1的 な 原 因 に よ るか 、 あ る い は そ の両 方 か が解 明 され る 。
42 1 地 球 温 暖化 効 果 の経 済 的 イ ンパ ク トが お お よ そ 評 価 さ れ る。 84．3 84．6
114
高 圧 直 流 送 電 や 高 温 超 電 導 送 電 等 に よ り、 世 界 的 な 電 力 供 給
86．4 8 1．6を行 う太 陽 光 発 電 産 業 が 砂 漠 や 洋 上 な ど 日照 量 の 多 い 地 域 で


























課題番号 課 題内容 日本 ドイツ
427
化 石エネル ギー源の利用 の大部分が再 生システム （再
90．8 91．1生可能エ ネル ギー） に代 用され 、二 酸化炭 素の指 数的
増加の抑制 がは じまる。
306
周知のが んの リス クフ ァクター （例 ：喫煙 ） を回避 す
82 95．2るため の有効 な手段 が開発 され る。
213
コンピューターネ ッ トワー ク経 由で在宅の まま必 要な
86．5 90．7図書 や文献資 料 にアクセ スで きる電子 図書館 が普 及す
る。
212
利用 者が利用 するデー タベース を指定 する ことな しに
89．2 87．9世界 中 に分散 して いるあ らか じめ所在 が特 定でき ないデータベー スか らネ ッ トワー クを使 い必要 なデー タや
知識 を数分以 内 に検 索 して くるシス テムが 普及す る。
421
地球 温暖化効果 の経済 的イ ンパ ク トがおお よそ 評価 さ 88．4 85．9れ る。
113
住宅 用太陽電池 が政府 の助 成な しに普及 し、分散 した
83．7 81住宅 の電 力供給 に使われ た り、一時的 な余剰電 力 を電
力供給 網 に提 供す る よ うにな る。
228
手術 の侵襲 を最小 にす るための多機能装置 （例 ：自己
84．7 86．1前進型 の小型 駆動装置 、マイ クロマ ニ ピュ レーター 、マイ クロセ ンサー、診断用 セ ンサー）が実用化 され
る。
404
有価 物 に関す る環境保 全や リサイ クルのための工業基




















































課題番 号 課　 題　 内　 容 日本 ドイツ
117 高温超電 導の メカニ ズムが解 明され る。 2003 －
120 ジ ョセ フソン接合 を用 いた簡 単な高温超電 導回路が 開発 され 2002 －る。
212
利用者 が利用す るデ ータベ ースを指定す る ことな しに世 界中
2003 2003
に分散 してい るあ らか じめ所 在が 特定で きないデー タベ ース
か らネ ッ トワー クを使 い必 要なデー タや知 識 を数分以 内に検
索 して くる システム が普及す る。
232
ポ ケ ッ トサイズ版 の 「パー ソナル コミュニケーター」 の使用
2003 2003によ り、画像伝送 を含 む高度 のテ レコミニュケー シ ョンサー
ビス が可能 とな る。
314 が ん治 療 に関す るデーター ベースが完成 し、普及す る。 2005 2003
317 多数 のニ ュー ロ ンの活動 を同時かつ長時 間 （数 日間）連 続 し 2003 2004て記録 でき る実験技 術が 開発 される。





















課 題 番 号 課　 題　 内　 容 日本 ドイ ツ
101
変 換 効 率 2 0 ％以 上 の 大 面 積 ア モ ル フ ァス シ リ コ ン太 陽 電 池
2007 －が 実 用 化 さ れ る。
102 変 換 効 率 2 0 ％ の大 面 積 薄 膜 太 陽 電 池 が 実 用 化 され る 。 2006 －
208 科 学 、技 術 文 書 を 翻 訳 す る機 械 翻 訳 シス テ ム が 普 及 す る 。 2007 2008
218
単 分 子 層 制 御 に基 づ い た 有 機 ハ イ ブ リッ ド材 料 が 開 発 さ れ
2008 2007る 。
311
特 定 が ん に つ いて 生物 学 的 に基 づ い た 遺 伝 子 治 療 法 が 開発 さ
2010 2007れ る。
318 シナ プス 可 塑 性 と記 憶 との 関 係 が解 明 され る。 2008 2009
422
オ ゾ ン層 破 壊 に よ る地 球 へ の 紫 外 線 放 射 増 加 が 原 因 とな る遺




課題 番号 課　 題　 内　 容 日本 ドイ ツ
118 臨界温 度 7 7 K を超 える有機超電導物質 （フラー レンを含 2013 －む）が開発 され る。
119 常温 に転移 点 をもつ超 電導体が 開発 され る。 2014 －
221
ア トムス イ ッチや ア トム ・リレー ・トラ ンジス タの様 に少数
2015 2014
個 の原子 の移 動 によ り論理や記憶 の動 作 を行 う 「原 子デバ イ
ス」 にお いて、 固体 電子デバイ スよ り信頼性や 動作 速度 が上
回るものが実用化 され る。
302
同 じリスク フ ァクター、 同 じライ フスタイル、 同 じ精神 的負
2013 2014担で あるに もか かわ らずが んにかか らな い人が い るが 、 この
ような人のが んに対す る抵抗 力のメカニズ ムが解 明 され る。
320 脳 の神経回路網 形成 のメカニズムが解明 される。 2013 2015
402 大 部分の住宅 、オ フィス ビル にごみの管路収集 システ ムが普 2014 2013及 する。
406
例 えば不用 とな った製 品の回収 ・処分 に関す る義務が 法的 に
2011 2011
規 定 され る ことによ り、新 たな資源 の消 費が最小限 に抑え ら
れる循環経済 が確立 して、 ほとん どすべ ての材料が リサイ ク


















課 題 番 号 課　 題　 内　 容 日本 ドイ ツ
103 効 率 3 0 ％ に達 す る太 陽 電池 が普 及す る 。 2017 －
123 高温 超 電 導 体 を利 用 した 、 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 が 実 用 化 され る 。 2020 －
20 1
人間 の思 考 過 程 に お け る ア イ デ ィア創 造 の 基 本 メカ ニ ズ ム が
2021 2022解 明 され る 。
224
生 きて い る細 胞 を利 用 す る マ イ ク ロプ ロセ ッサ ー が 開 発 され
20 19 20 19る。
324
脳 のニ ュー ロ ン活 動 と思 考 過 程 との 間 の 関 係 が はば 解 明 され
2020 20 20る。
326
人 間 の記 憶 、認 識 、学 習 、 さ らに創 造 的 な 能 力 の メ カ ニ ズ ム
20 17 20 17が 解 明 され 、 この メカ ニ ズ ム を コ ン ピュ ー タ ー サ イ エ ンス の
モ デ ル に使 う こと が で き る よ うにな る。
427
化 石 エ ネ ル ギー 源 の利 用 の大 部 分 が 再 生 シ ス テ ム （再 生 可 能
2021 2022エ ネ ル ギ ー ） に代 用 され 、二 酸 化 炭 素 の指 数 的 増加 の 抑 制 が




























課題番号 課　 題　 内　 容 日本 ドイ ツ
‖1
巨大な太陽 電池枚 をもつ宇 野空 間太 陽光 充電伊rが建設 され 、
電 力がマイ ク ロ波、 レーザ ー等の電磁放 射の形 で地上 に伝送 31％ －
され るようになる。
128
超 電導磁石 を用 いたM H D 型磁気推 進船 による海上輸送 が実
25％ －用化 され る。
307 特定が んの発が んの予防のた めのワ クチ ン療法 の利用」 28％ 16％
401
どの よ うな ごみ も 自動的 に分類す る小型 の家庭 用 ごみ箱 の普
63％ 27％及
407 製 品 （消費材） の寿命が 5 倍 にな る 29％ 26％
410 都市 ごみ焼却 によ り発生す る二酸化炭素 の回収技術 の実用化 23％ 28％


















課 題 番 号 ′ 課　 題　 内　 容 日本 ドイ ツ 日独 差
2 34
【追 加 課 題 】 人 間 の 思 考 過 程 にお け る ア イ デ ア創 造 を
20 07．4 20 18．0 10．6支 援 す る シス テ ム が 実 用 化 され る 。
4 15
汚 染 物 質 を吸 着 ・分 解 す る微 生 物 を利 用 す る こ とに よ
2010．0 2003．4 6．5り、 大 規 模 に汚 染 され た 土 壌 が 浄 化 され る 。
2 29
マ イ ク ロセ ンサ ー とマ イ ク ロ アク チ ュエ ー ター か ら成
20 12．8 2007．2 5．7
る マ イ ク ロ シス テ ム が 人 間 の体 内 に埋 め 込 まれ 、人 間
の 健 康 状 態 を診 断 し、 必 要 な らば 患 者 を治 療 す る よ う
に な る （例 ：人 工 す い臓 ） 。
3 19
海 馬 長 期 増 強 と長 期 抑 圧 の 分 子 機 構 の 全 貌 が 解 明 され




































































































































































































課 題 番 号 課　　 題　　 名 日本 ドイ ツ 差
113
住 宅 用 太 陽 電 池 が 政 府 の 助 成 な し に 普 及 し、 分 散 した
76．4 44．2 3 2．2住 宅 の 電 力 供給 に使 わ れ た り、 一 時 的 な 余 剰 電 力 を 電
力 供給 網 に 提 供 す る よ う に な る 。
112
電 力 会 社 が 各 地 に分 散 化 され た 太 陽光 電 力 を使 う よ う
6 9．7 39．0 30．7
に な る。
128
超 電 導磁 石 を用 い た M H D 型 磁 気 推 進 船 に よ る海 上 輸
5 0．0 20．3 29．7送 が 実 用 化 さ れ る 。
10 1
変 換 効 率 2 0 ％以 上 の 大 面 積 ア モ ル フ ァス シ リコ ン太
77．7 48．3 29．4陽 電 池 が 実 用化 され る 。
4 10
都 市 ごみ の 焼 却 に よ り発 生 す る二 酸 化 炭 素 の 回収 技 術































課 題番号 課　　 題　　 名 日本 ドイ ツ 差
411 人工知能 を用 いた 自動化 された都市 ごみ焼却 システ ム 46．9 71．3 24．4が実用化 され る。
230
水 中や 空気 中の汚 染物質 を連続 的にモニ タ リングす る
43．0 65．8 22．7ための、長期 間安定で 高感 度 な微 量分析 システムが普
及す る。
404 有価 物 に関す る環境保 全や リサ イ クル のための工業基 56．9 77．8 20．8準 が導入 され る。
403
都 市 ごみか ら有価 物 を分別 ・分 離 しリサイ クル可能 と
59．3 79．7 20．5す る経済的 な方法が実 用化 される。
231
微細 加工技術 でで きた構 成要 素か ら成 るマイ クロシス
34．0 50．0 16．0テムの生産 が実現 し、多種少 量のマイ クロ システ ムを





























課 題番号 課　　 題　　 名 日本 ドイ ツ 差
215
G a や A s 等の種 々の元素、原子 と類似 の物性 が現れ る
30．3 68．2 37．9よ うに人為的 に原子 を集めた クラスターで ある 「スー
パー ア トム」か ら成 る固体 電子デバ イスが 開発 される。
216
複数 の結 合様式 を原子 レベルで組 み合わせ る ことによ り
27．8 63．6 35．9新 しい機 能 を持 つ物質 （例 ：高分子 の超弱結 合結晶等）
の合成手 法が開発 され る。
226
化学 ・生 物学的技術 システム （例 えば分子機械） のため
41．9 76．2 34．3に高選択 的、長期安定 なセ ンサー とイ ンター フェー ス技
術が実用化 され る。
218
単分子層 制御 に基づ いた有機 ハイ ブ リッ ド材料が 開発 さ
28．4 6L 9 33．5れ る。











































課 題番 号 課　　 題　　 名 日本 ドイ ツ 差
220 高分解 能表面分析 手法 を用 いて個 々の原子 の種 類の判 40．0 78．4 38．4別 技術 が実用化 され る。
217
ナノメータオー ダー で決 まった表 面構造 をもち、あ ら
40．8 77．9 37．1か じめ決 めた特性 を有 す る材料 が生産 され る。
222
走査型 トンネル顕微鏡 （S T M ） の関連技術 を用 い
40．4 77．4 37．0て、 1 原子対 1 原子お よび 1 分子対 1 分子単位 の反
応 ・合成技術 が実用化 され る。
335 【追加課題 】成体脳 の構 築が解明 され る。 46．9 83．3 36．4
221
ア トム スイ ッチや ア トム ・リレー ・トランジス タの様
39．3 74．0 34．7
に少数個 の原 子の移動 によ り論理や記憶 の動作 を行 う
「原子デバ イス」 にお いて、固体電子 デバイスよ り信
















































課 題番号 謀　　 題　　 名 日本 ドイ ツ 差
215
G a や A s 等 の種 々の元素 、原 子 と類 似の物性 が現れ
10．5 69．3 58．8
る ように人為的 に原子 を集 めた ク ラスター であ る
「スーパ ー ア トム」か ら成 る固体電子 デバイ スが開発
され る。
220
高分解能 表面分 析手法 を用 いて個 々の原子 の種 類 の判
20．0 77．8 57．8別技術が 実用化 され る。
216
複数 の結 合様式 を原子 レベルで組 み合わせ る ことによ
18．1 75．0 56．9り新 しい機 能を持つ物質 （例 ：高分子 の超 弱結合結 晶
等） の合成 手法が 開発 され る。
217
ナ ノメー タオー ダー で決 まった表面構造 を もち 、あ ら 21．3 77．9 56．6か じめ決 めた特性 を有 す る材料 が生産 され る。
222
走 査型 トンネル顕微 鏡 （S T M ） の関連 技術 を用 い
23．4 78．6 55．2て、 1 原子 対 1 原子 および 1 分 子対 1 分子 単位 の反































課題番号 課　　 題　　 名 日本 ドイ ツ 差
125
2 5 T 以上 の超精 密超電 導マ グネ ッ トが 開発され、 1
47．3 79．0 31．8G H z N M R 装置が製 作 され る。
414
全 ての廃棄物 の発生 か ら最終処 分 まで の流 れ を地域 レ
41．4 73．1 31．7ベルで管理す るた めの情報管 理 シス テムが普及す る。
217
ナ ノメー タオー ダー で決 まった表面構造 を もち 、あ ら
46．3 77．9 31．6か じめ決 めた特性 を有す る材料が 生産 され る。
233
ドライバ ーの利便 を向上 させ るためや環境保護 のため
50．9 82．2 31．3に、 マイ クロシステムが 自動車 の動 作 を完全 に制御 す
るよ うにな る。
230
水 中や 空気 中の汚 染物質 を連続 的にモニタ リングす る
































課題 番号 課　　 題　　 名 日本 ドイ ツ 差
404
有価物 に関す る環境保 全や リサイ クル のため の工業基 42．1 77．2 35．1準 が導入 され る。
233
ドライ バー の利 便 を向上 させ るためや環 境保護 のた め
50．0 81．2 31．2に、マ イ クロシステ ムが 自動 車の動作 を完全 に制御す
るよ うにな る。
227
複 雑な信 号伝達 を行 うセ ンサ ア レイ とアクチ ュエー
48．0 78．8 30．8
ターか らな るワ ンチ ップのイ ンテ リジェ ン ト （又 はハ
イ ブ リッ ド） マイ クロ システ ムが、独立 して処 理 を行
うサ ブシステ ム と して 実用化 される。
415
汚 染物質 を吸着 ・分解す る微 生物 を利用す る こ とによ
43．8 73．9 30．1り、大規模 に汚染 され た土壌が浄化 され る。
217
ナ ノメー タオー ダーで決 ま った表面 構造 を もち 、あ ら































課題番号 課　　 題　　 名 日本 ドイ ツ 差
219
数～数十 ナ ノメー ター オーダー の構成 要素 を持つ有機
18．6 61．8 43．2一無機 コ ンポジ ッ ト材料 が （生物機能 の模 擬等 によ
り）開発 され る。
226
化学 ・生物 学的技術 システム （例 えば分子 機械） のた
25．0 66．9 41．9め に高選 択的、長期安 定なセ ンサー とイ ンター フェー
ス技術が実 用化 され る。
229
マイ クロセ ンサー とマ イ クロア クチ ュエーターか ら成
22．5 60．9 38．3るマイ ク ロシステムが 人間の体 内に埋 め込 まれ、人 間の健康状態 を診断 し、必要 な らば患者 を治 療す るよ う
にな る （例 ：人工す い臓） 。
235 【追加課題 】 自己組織化 によ って 自然 に構 築 され る有 17．2 54．5 37．4機分子集合体 材料が 開発 され る。
217
ナ ノメー タオー ダーで決 ま った表面構造 を もち、 あ ら

































課題番 号 課　　 題　　 名 日本 ドイ ツ 差
226
化学 ・生物学 的技術 シス テム （例 えば分 子機械 ）のた
47．2 74．6 27、4め に高選択 的、長期安定 なセ ンサー とイ ンター フェー
ス技術 が実用化 され る。
403 都市 ごみか ら有 価物 を分別 ・分離 しリサ イ クル 可能 と 48．6 74．0 25．4す る経済的 な方 法が実用化 され る。
233
ドライバー の利便 を向上 させるた めや環 境保護 のため
56．9 82．2 25．3に、マイ クロシステムが 自動車 の動作 を完 全 に制御 す
るよ うになる。
415
汚 染物質 を吸着 ・分解す る微生物 を利用 す る ことによ
50．0 74．3 24．3り、大規模 に汚染 され た土壌が浄化 され る。
230
水 中や空気 中の汚染物 質 を連続 的にモニ タ リングす る
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課　 題　 内　 容 第 5 回調査 今 回の調査
101：変換効 率 2 0 ％以 上の大面積 アモル フ ァス シリコ 2 0 0 4 年 2 0 0 6′年
ン太陽電池 が実用化 される。
102：変換効 率 2 0 ％の大 面積 薄膜太 陽電池が実用化 さ 2 0 0 4 年 2 0 0 6 年
れ る。
103：効率 3 0 ％に達す る太陽電池 が普 及す る。 2 0 0 5 年 2 0 1 6 年
104：変換効 率 4 0 ％以 上の積層 （例えば タ ンデム）太陽 2 0 0 5 年 2 0 0 9 年
電池 が実用化 される。
111：巨大な太 陽電池板 を もつ宇宙空間太 陽光発電所 が 2 0 1 8 年 2 0 2 2 年
建設 され 電 力がマイ クロ波、レーザー等 の電磁放射 の
































































































































































































































































課　 題　 内　 容 第 5 回調査 今 回の調査
118：臨界温度 7 7 K を超 える有機超 電導物 質 （フラー 2 0 0 8 年 2 0 1 3 年
レンを含 む） が開発 される。
119：常温 に転移 点 をもつ超電 導体が 開発 される。 2 0 1 6 年 2 0 1 3 年
120：ジ ョセ フソ ン接合 を用いた簡単 な高温 超電導回 路 2 0 0 1 年 2 0 0 1 年
が開発 され る。
121：超電導三端子 素子 が実用化 され る。 2 0 0 6 年 2 0 0 7 年















101：変換効率 2 0 ％以上の大面積アモルファスシリコン太陽電池が実用化 される。
1　　　　　　　　 Rl l　　　　　　　 R2
大薮‾ 尊大 青年「一手示 ′人数　 ‾青天丁専 有‾1－専示
計 昔 一漂 35％ 38％　　 27％97 ［36畑　 3墟　 手　30％











環墳 Ⅵ 7 ，
ジこ二・
途上国 手　　　　　　　　　　　　 Ⅶi　　　　　　　　　　　　 超△





























価 格 息 ∠ゝ






















































































「右薮 専大 「手中「‾専示 l人薮 専大　 専中 専小
日 123 3元 37町　 26％ 9437％ 33％ 30％






































































































Cu I n S e2タイ
」との意見があるようで






















人数 専大　 専中　 専 小 人数つ 尊大 専中 l 専小
l 日 126 37％ 33％ 31％ 95 38％ 33％ 29％









E 経済 ∇ ▽△　 A
j 環境 ∇　 ∇ ，
ブ；こ．
途上国 ． ∇　 ∇ジ・こ．
l
社会 ∇　 ▽△ A
実
現






















余 りな い　　　　　　　　 中間　　　　　　　　 十 分 有 り
科 学
技 術 ニーL


































































［人数 専大 専有 ‾専小 本牽二Y尊大 専申＿＋草少
29％ i 30％「甘 漂 118 38％ 31と 己 竺う0 41％















































































































105 ：効率 1 5 ％以上の増感太陽電池 （例えば色素、ナノ結晶半導体による）が使われるようになる。
－　　　　　　 Rl R2
門 「大数 車夫‾ 専中 毒小 人数 尊大 悪 手雲
度 】 日 9g 19％　　 40％ 40％ ［ 70 17％









途上 国 i　　　　　　　　 瑠ロ ，l A
























余 りな い　　　　　　　　 中間　　　　　　　　 十 分 有 り
科 学
技 術 ごこ・’ヾ






悪 い ・不十分　　　　　　 中間　　　　　　　 良い ・十 分
産業 界　　　　　　　　　 ∇　 ▽
の取組 血 △
公的 な　　　　　　　　　 ∇ ▽
規 制 ム
公共 の　　　　　　　　　　 ∇ ▽ ，










































意トー 。 Rl R2
人数　 専天丁‾専有千尋小 人数 車夫 ；専中 専小
113 ；29％36％！35％！8『 29％l 3蛸37％
























































































































人数　 尊大 専中 j　専小 人数 専大 専中 i専小
日 125 i 37％ j　30り　 33％95 34％ 35％ 32％











環境 Ⅶ 7 ，ノ：こべ
途上 国 ，∇ ▽△凰


























余 りな い　　　　　　　　 中 間　　　　　　　　 十 分有 り
科 学
技 術 ニ；こ＿
















































































大数 専大 工　専 中 専小 i 人数 ；尊 大 E 専 中 ！専小
首‾「 う 1 7％ 35鴬 5彿‾ 60 1 8％ ：30％　　 62％







































［余 りな い　　　　　　　　 中 間　　　　　　　　 十 分 有 り
科 学
技 術 ′ニ1こ
需 要 l　　　　　　　　　　　　　 ∠ゝ私
価 格 ・こ・






























研究 開 プ　　　　　　　　　　 Ⅴ　 て7























人数 尊大 l専中　 専小 ！人数 専大丁 音 軒 下i専小
日 1 125 1 22％ 38％　　 41％1石0　 17％　j　38％45％


















































































































人数 「．尊大 専中 ‾膏 小 人数 専天 専中 l専少
日 85 15％ 38％ 47％ 68 18％ 35％ 1 47％
独 85　「 面 丁 元 軒 下 面 打　 76　 12畑 43％ 1 45％




























































































































人数 専大 専中 専小 人訂 尊大 ＿草旦 ⊥堅4、
日 118 17％31時　 52％92 1云「 36時　 52％
独　 「1㈹つ 15時　 鍋畑　 痛打　 鍋　 ‖欄 「拍中　 仙％












途上国 ∇ ∇ ，こ…Ⅶ






















余 りな い　　　　　　　　 中間　　　　　　　　 十分有 り
科 学
技術 』■二ゝl




































研究 開 ∇ ▽








































「ー大数 尊大 専中 毒 小 人釘 丁専大 1塵 旦 ⊥ 型 、
日 122 32％ ［ 35％33％ 96 ［ 30％　 36％ 】33釘
独 T 124 1 35％　 36％28％中 畑 33％　 40鴛 ド　26元








要　 環境 ‘i・：l▲　 胃
，∇ ▽
1 l△ 品度「孟 丁！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∇∇
























































「　 胃　　　　　 W －













































人数 専大　 専 中　 専 小 人数　 尊大　 専中　 専小
124 36％ 31％ ‘ 33％93 ［34畑　 35％　 30％









































価 格 ぶ l∠ゝ





























人材 ∇ ∇ 朋．こ
技術 革 1　　　　　　　　　 Ⅶ『
新環境 プ．1
研究 開 】　　　　　　　　　　　　 ，Ⅴ





































l Rl　　　　　　 l　　　　　　　 R2
人数 手専 大 阜 旦 ⊥ 阜 」ー、 人数 「専大 専 中 l 専ホ
日 12時　 20％40％ ‾－　　　　† 　u’－肩‾ー‾ll 40％ 1 96　 －　20％40％ ［41％





















































































































人数 尊大 専中　 専小 人数 専大 l専中　 専小
日 123 24嘉 34％　「相月　 97 20％ 38％ 42％
















































































































人数 尊大 専串‾一‾青木 人数　 尊大 専串「 専 小
日 107 20％ 28町　 52％ 8417町　 33時　 50％







経 済 孔 ：こr．ニ：べ
環 境 Ⅵ 7 ，血
1；
途 上国 u F△凰
























































































量産 Rl R2人数 ミ尊 大 専 中 専 少　 人数 尊大 】車 中　 専小
115 1 43％34％ 23％ 8641％ ［ 36％　　 23％











































価 格 血　 △















国 際共 ，∇ Ⅴ









































人数 u尊大 専中 j　専小 人数 ：尊大 i 専中 車中
117 32％ ；38％ 29％ ～　86 i 28％44％亡妻 ％














































































技術革 　ー　　　 ∇　 ▽

































専　　 i　　　 Rl R2
門 人数 j専大 ：専中 専小 人薮調ー‾専天「酎 専小新 訂 豊 干悉 ］霊 事 91 48％i 31％21豆‾








1 環境 ［　　　　　　　　　　　　 Ⅴ
l △　　 凰































［価 格 血 ∠ゝ




















T 「 － ‾　　　 Ⅶ『
ンーIこ．
憶霊芸 ∇　▽ ．ニ・．ヾ


























人数 j　専大　 専中 専 ′」「 人数 胼専 大 車 中 専 小
「 ‾自グ 113 空 ⊥ 30％ 25％ 1 85 44％ 29％オ7％








】環境 ▽ ∇ ，
、∴べ
途上国 ∇て7』m





























































































人数 専大 専中 ’毒 小 人数 尊大 ．専 中　 専小
日 10㌃ 42％ 。30％2面 85ノ　35％ 33％　　 32％
















































































































人数 尊大　 専中　 専小　 人数　 尊大 l専中 草小
［二：亘＝ j 126 43％　　 27町　 30％　j＋ 95［46％ 2元‾ 33％


























































資 金 ・ ▽ ∇
設備 △ 血














































人数 尊大 専 中 専小 人数 葦 ∈ ［車重 専小
29％ 31％ 89 33％ヨ 122 】40％ 46％ i 21％




















































































































人数 尊大 専 中 ！専小 大 数 ；専大 専中 1 専 小
日 ［ 1iす‾44％ 30％ 26％ 8252㍍　 22％26％




























































































































k 軒 諒 覧 軒 丁 蔀 言 大数 尊大 R2専中 専 小
日 105　　 42％ 33％ 25％ 1 75 48％ 29％う3％







































































































126：超電導体 を応用 した発電プラントが一般 に使われるようになる。
∴∴ Rl 1　　　　　　　 R2人数［専夫 専中l酌、，人数 専大i専市丁膏小













































































































人数 専大 専 中 専小 人数 尊大 専 中 専 小
日 116 42％ i 29％ 28％ 87 51％ 18％ 31％
独 而 13％　　 23％ 6蛸61 日 0時　 21％　 69％
l 小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大
科学 ～　　　　　　　　　　　　　　　 ▽ ∇
重 技術 J曲ユ
経済 ▽ ∇胼 ；こ．
要 環境 ▽ 啓ジこ．
度
途 上国 ∇ ∇ぶ【ゝ























































資 金 ・ Ⅴ













































人数 専大 専 中 専小 人数 専大 専 中 l 専小
日　 115 ［ 31％面罵 ［ 33％　E　86 37％ 31％ 31％
独　　 4日 10麗　日 周 65％ i 46　　 7％　 20畑　 74％









環 境 。 ∇▽雛ii．
途 上国 ∇ ▽
．嘉．

























余 りな い　　　　　　　　 中間　　　　　　　　 十 分 有 り
科 学
技 術 ソ・ー．
需 要 y こ；こ．
価 格 プ・∴
現























































129 ：【追加課題】変 換効率 2 0 ％の結晶系薄 型太 陽電池が実用化 される。
専 ］ RI　　　　　　　　　　　　　　　　 R2
人数 ’専大 専中　 専小 大数 専大 専中 専小
度
等
日 ］ヲ 85 40％▼盲2％ 38％




























































資金 ・ ， ∇
i 設備 Å






































人数 ］要大 ［専中 ；専小
85　日m U ：獅‖　 4朋
人数 専大 ［専中 専小
日 ll「 独 89 】17畑　 46畑　 37％
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課　 題　 内　 容 第 5 回調査 今 回の調査
206：問題 を言葉 や図 を用 いて記述 する ことがで きる汎 2 0 0 7 年 2 0 0 9 年
用 の超高級言語 が開発 され る。 （2 0 0 3 年） （2 0 0 5 年）
207：図書、資料 の要約 ・抄録 を自動的 に行 う装 置が開 2 0 0 9 年 2 0 0 7 年
発 される。 （2 0 0 5 年） （2 0 0 9 年）
210 ：自動学習 によ り知識 を増殖 してい く知識ベー スが 2 0 0 7 年 2 0 1 2 年
実用化 され る。 （2 0 0 7 年） （2 0 0 8 年）
211：知識表現言語 （K R L ）が標準化 され、標準 K R
2 0 0 5 年
（2 0 0 4 年）
2 0 0 6 年
（2 0 0 6 年）
L で書 かれた既存 の知識ベー ス を基 に した汎用 のエキ




















































































































































































































































課　 題　 内　 容 第 5 回調査 今回の調査
216 ：複数の結合様式を原子 レベルで組み合わせること 2 0 0 8 年
（2 0 0 4 年）
2 0 0 8 年
（2 0 0 8 年）により新 しい機能を持つ物質 （例 ：高分子の超弱結合結晶等）の合成手法が開発される。
218：単分子層制御 に基づいた有機ハイブリッド材料が 2 0 0 3 年 2 0 0 7 年


















人数 尊大 専中 専小 人数 専大 専中 専小
日 93 2弼 35篤 35％ 73 37％ 27％ 36％







































































































































人数 専大 専中 専小 人数 専大 専中 専小
日 97 32％ 31％ 37％ 75 32鴛 31％ 37％





























































































































人数 専大 専中 専小 ；人数 専大 】専中 専小
】 日 gl 38％ 23％ 3梢 69 36％ 28％ 36％






技術 －　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∠u h l
1






























余 りない　　　　　　　　 中間　　　　　　　　 十分有 り
科学
技術 l　　　　　 △　 凪
需要 ふ
価格 Jゝ












































































人数 専大 専中 専小 人数 ．専大 専中 専小
日 】104 19％ 35％ 46％75 21％ 39％ 40％





















































































































人数 尊大 専中 ．専小 人数 尊大 専中 ；専小
日 94 19％40％ 40％ 71 23篤 39％38％






























































































































人数 尊大 「専中 専小 人数 専大 専中 手専小
度 i 臼
等 1 独
93 29％ 2鍋 43％l Tl 2銚 25篤 L　46％















































































































人数 専大 専中 専小 人数 尊大 専中 専小
日 98 20％ 33％ 47％ 75 17％ 35％ 48％
































































































































人数 尊大 「専中 手卑小 ，人数 i 専大 ！専中 専小
日 100 21％ 35％ 44％ 75 16％ 43％ 41％




























































































































人数 尊大 1 専中 専小 人数 尊大 専中 専小
日 89 28％ 29％ 43篤 67 24％ 31％ 45％

































































































































人数 専大 専中 一　専小 人数 専大 専中 専小
日 91 35％ 29％ 36％ 70 34％ 27％ 39％





























































































































l 人数 尊大 ‘専中 ．専小 人数 専大 i 専中 専／ト
日 78 37篤 35％ 28％ 62 40％ 27％ 32％






l 技術 △ 息
】 ・二羽
△　 △




社会 】 ．∇ ▽［　　　　　　　 ∠u臥
実
現
































価格 l △ 血

























資金 ・ ▽ ∇ ．
設備 ．　 凪















































人数 専大 専中 】専小 人数 ．尊大 専中 E 専小
度
等
日 99 】19％37％ 43％ 7520％ 40％ 40％










経済 唱．jニl　　　　　　　　　 ∠過 l
I
I 環境 『訂△　 凰
途上国 ∇　ー△ 凰











































































































情 報 ・エ レ ク トロ ニ ク ス ［人 工 知 能 」
213：コンピューターネ ッ トワー ク経由で在宅 の まま必要 な 図書 や文献資 料 にアクセスで きる電 子図書 館が普及づ
る。
専 Rl R2
人数 専大 専中 専小 人数 尊大 専中 専小
度
等
］ 日 97 21％33％ 46％76 ［17％42％ 4ほ






























































































































人数 尊大 専中 ！専小 人数 i 専大 専中 】専小
72　日間1 4硝1 35％47 30％ 36％ 34％










［経済 ∇℡ K ・－
胃軍手 1　　　　　　　 ▽∇ ．
l　　　　　　　　　　　 腰h
l













































































































人数 尊大 専中 専小 人数 i 尊大 専中i 専小
日 58 2硝 2硝 52％ 41 1 24％ 34％ 41％







































l　　 工余 りな い　　　　　　　　 中 間　　　　　　　　 十 分 有 り
科 学
通　 技 術






lヽ＿J′価 格 △ 血

























































人数 尊大 専中 専小 人数 尊大 ．専中 専小
日 52 29％ 25％ 46％ 38 18鴛 34％ 47％










































































































人数 尊大 専中 専／Jヽ 人数 尊大 専中 卑小
日 61 33％日 周 36％ 42 3ほ 38％ 3ほ









経済 ▽ ∇l　　　　　　　 △凰
環境 ∇▽工ぺ






























































































人数 尊大 ！専中 専小 人数 尊大 専中 専小
； 日 i 55 27％ 33％ 40％ 38 26％ 32％ 42％


















































































































人数 専大 専中 i 専小 ．人数 尊大 専中 専小
日 55 24％ 3ほ 45％ 36 2錆 33％ 39％






































































































人数 専大 専中 専小 人数 尊大 専中 専小
日 60 32％ 37％ 32％ 41 32％ 39％ 29％














































需 要 l 打．・



























































人数 尊大 専中 専小 人数 尊大 専中 1 専小
日 62 32％ 29％ 39％ 41 36％23 ！41％



































需 要 ▽ ∇



































































222：走査型トンネル顕微鏡 （S T M ）の関連技術を用いて、1原子対1原子および1分子対1分子単位の反応 ・
合成技術が実用化される。
l R1 R2
人数 l 専大 専中 ．専小 人数 尊大 専中 専小
度
等
日 70 34％41％ 24％ 49 37％ 33％ 3ほ



















































































































人数 】専大 専中 専小 人数 専大 専中 l 専小
日 63 41％ －　22罵 37％ 45 38％ 2蛸1 38％




































































































人数 「帝大 専中 専小 人数 尊大 専中 i 専小
日 72 13％ 29％ 58％ 52 6％ 37％ 58％









































余 りな い　　　　　　　　 中 間　　　　　　　　 十 分 有 り
科 学













































































人数 専大 専中 専小 】人数 尊大 専中 専小
日 51 20％ 5ほ 29％ 35 23％ 43％ 34％



















































































































人数 専大 専中 専小 人数 専大 専中 専小
日 55 22％33％ 45％ 38 24％ 47篤29％





























































































































人数 専大 専中 ：専小 人数 尊大 専中 専小
日 ］ 76 2硝 33％ 43％ 51 35％ 27％ 37％


















































































































人数 専大 専中 一　専小 人数 専大 専中 専小
1　 日 71 日 周 m ‖　 45％50 26％ 32％ 42％
































































































229：マイクロセ ンサ－とマイクロアクチ ュエーターか ら成 るマイクロシステムが人間の体内に埋め込まれ、人間






人数 尊大 専中 専小 人数 　尊大 専中 専小
日 74 24％ 30％ 46％ 52 25％ 27％ 48％










































需要 l ∠ゝ 」臥





































































［ Rl i　　　　　 R2
人数 尊大 l 専中 専小 人数 ‘専大 専中 専小
日 58 12％　　 3璃 53％43　 19時　 40％42％

























































































































人数 尊大 専中 ［専小 人数 尊大 専中 専小
L　 日 68 3ほ 29％ 40％ 52 33％ 25％ 42％












途上国 ∇ ▽　　 l凪
社会 ∇▽九・一


























































































人数 尊大 専中 タ　専小 人数 専大 専中 専小
日 96 10％ 32％ 57％ 70 13％ 36％ 5ほ




















































需要 l ∠ゝ 弘
価格 I △　 血











































































人数 尊大 専中 専小 人数 尊大 専中 L 専小
日 84 6％ 32％ 62％60 12％ 30％ 58％






































































































































人数 専大 専中 専小 人数 尊大 専中 専小
日 60 25％ 30％ 45％
独 lr

























































































































人数 専大 専中 専小 人数 尊大 i 専中 専小
日 ll 32 28％ 1梢 56％





































































































































































































































































































































































課　 題　 内　 容 第 5 回調 査 今 回の調査
301：細 胞が ん化 にお けるシ グナル伝達 な どの 2 0 0 5 年 2 0 0 6 年
メカニズム が分子 レベル で解明 される。 （2 0 0 9 年） （2 0 0 6 年）
312：短期間 でがんの転移 を防 ぐこ とので きる 2 0 1 0 年 2 0 1 0 年



















































































































































































































































課　 題　 内　 容 第 5 回調査 今 回 の調査
324 ：脳 のニ ュー ロン活動 と思 考過程 との間 の関係が 2 0 1 7 年 2 0 1 9 年
ほぼ解 明 され る。 （2 0 1 9 年） （2 0 2 0 年）
326：人間の記憶 、認識、学習 、 さ らに創造 的な能力
2 0 0 8 年 2 0 1 7 年のメカニズム が解 明 され 、 この メカニズム をコ ン





















人数　 専 大 専中　 専小 人数 ！尊大 専中 専小
日 95 43％ 29％ 27％ 1 70 39％ 30％ 31％































































































































人数 専大 専中　 専 小 人数 尊大 専中　 専 小
日 95 31％ 33％ 37％ 68 2硝 35％ 41％












途上国 ∇ ▽品 △








































































































30 3 ：日 常 生 活 （食 物 、大 気 環 境 等 ） の 中 で 発 が ん を 促 進 す る 要 因 の 疫 学 的 に 重 要 な 作 用 機 序 が 科 学 的 に 解 明 さ ギ
る 。
蓋し頂一 Rl RZ
人数 専天　 専中 専小 人数 弯　専大 専中　 専小
99　　 26％ 33％ 40町　 70 20％ 37町　 43％




小　　　　　　　　　 L －　　　 大
▽ ∇！科学
技術 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A ′
経済 ，∇　 ▽ ニこ・ーt
環境 h iこン品∠ゝ l


































悪 い ・不 十 分　　　　　　 中間　　　　　　　 良 い ・十 分
産 業 界　　　　　　　　　　　　 ∇ ▽
の 取 組 Å
公 的 な　　　　　　　　　　　　　 ∇ 【7






















研 究 開　　　　　　　　　　　　　 ，∇ ▽








































人数 ！尊大 専中 専小 人数 専天丁青申　 専小
93 19％ 34％ 46％ 641 ％1 34畑　 50％
等　 独 84 14％ 45篤 40％u‾甘「T 13町 40％1 46％






































































































人数J 専夫F「専有丁専小人数 専天 専中　専有











































































































］人数　 尊大 専中 専示 人数 専大　 専中 ［専小
日 】 85 15％ 33％ 52％ 64 i 13％ 33％ 55％







経済 ∇ ，　 ▽△ 血
環境 Ⅴ△　 A
















































































































r　人数 尊大 専中　 寺小 大数 車奉工事車工車重
20時　 31％ ！49％日 84 26％ …＋一一二一二一一33％ ；40％61







経済 ∇▽ △ Å
環境 ∇ ∇ ，好 ニ…．


































































































人数 専大 専中 専 小 ：人薮 尊 大 ；専 中 ［専小
日 1 95 再 9％，39％ 32時　 67 22％ 40％ 37％













































































































人数 専大 専中 毒 小 人数 尊大 ；専中 専小
日 85 11％ 44％ 46％ 61 11％ 34％ 54％























































































⑤NRIでは既に実験している。PET（po si t r o
















人数 尊大 専中 ！専小 人数 ア専大 手専中 i 専小
日 84 14％36％ 「50％65 12％ 32％ 55％























































































































人数 専大 専中 専示 人数 尊大 尊重 専小
85 ［28畑　 40％32％ 66 17％ 39％ 44％






















































































































人数 専大 E 専中　 専小 人数 専大 専中 専小
日 82 30％ ［30％ 】39畑　 6125％ 34％，41％


































































































k 画「尊大㌻1専中「軸虹 ー 巾 … … 2％l　　　　　　　 R2
一天訂丁育夫丁青萄　 専小
54 ！13畑　 41％！46％




































































































‾大要 尊大 専中 1専小 人数 専夫丁 専中 専小
日 77 10％31㍍　 58％面 13町　 25％；62％
独 84 17％ 40％ ［43％ 651甜 丁 31時　 51％









































余りない　　　　　　　　 中間　　　　　　　　 十分有 り
科学
技術 ∠ゝ 色 ．
需要 減ーこi．
価格 ∠温
！　 1悪い ・不十分　　　　　 中間　　　　　　 良い ・十分





























































人数　 専大 手 中　 専示 人薮　 専夫‾ 専中 1 専小
日 ！ 99 34％ 33％ ． 32％　－　72嘉元 33％ 33％








































1 価格 血　 △













































































人数　 尊大 専 中 ！専小 人 薮‾T 専天丁 一幸 中 専小
日 96 ！43％29％ 28％［ 66 i 47％30％ 23％







経済 1こ三嬬】　　　　　　　　　　 血 △
痍境 ∇　 ▽．こ：Ⅶ
途上国 ∇　 ▽．壬iⅦ
















































































































人数 ［尊大 専中 専小 人数 専天 専中 専小
93 1 49％26％ 25％ 66 52％ 18％ 30％







経済 ∇　 ▽A　 △ l
環 境 ∇　　 ▽．Å △
途 上国 ∇ ▽．ニiⅦ












































































































人数 尊大 専中 専 小 ！人数 専 大 E 専 中 ！専小
l 日 101E　50％ 21％ 29畑　 74 54％ 16％ ，30％









経済 ∇▽凰　 △ l
環境 ∇　　 ▽l ぶL∠ゝ
1途上国 ∇ ▽こニー：ヾ










































































































人数 Tl 事大 専中 専小 人数つ 尊大 尊卑 紮専小
j　日 す1 日 1％ 36％ 23嘉 68］4蛸 28％ 28％








環境 ∇　　 ▽l ．△凰
途上国 ∇ ▽l∠温
社会 ∇ ，▽△　　　 A l
実
現






















l 余 りな い　　　　　　　　 中 間　　　　　　　　 十 分 有 り
科 学
技 術 ∠ゝ 血
需 要 こiこ．
価 格 ・r：・ヾ































































人数 尊大 専中 専小 シ人数 「専大 専中　 寺小
日 rol 50％ 21％ 29％ 73 52％1錆 1 30％






経 済 ℡C7 曲【ゝ
要
度











































































































人数 育夫丁 専 有 専 小 ］人数 専大 専有 専 小
日 －　92 28％ 33畑　 39％　　 6030％ う3％ 37％








経済 ∇ ▽ ．曲△ ．
「－ ‾
環境 ∇　 ▽品 △
途上国 ∇ ▽l 月己1






































































































人数 尊大 専中 専小 ‾大要 尊大 寺 中 ！専小
1 日 j　87 49％ 18％ 32％ 60 58％ 17％ 25％
独 84　日細目 ：冊‖　 4個 67　日m ‖　 37時　 40％
1 l 小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大
∇ ，重［琵芸
A l











































































































専 ！ Rl R2
人数　 尊大　 専中 ；専小 人数　 尊大 専中 一竜 小
度
等
葡 云6 ；38％ ！24％37％ ； 58 i 50％ 26％ 24％











環境 ∇　▽l A △
途上国 ∇　 ▽Å△
i



























































l研 究開　　　　　　　　　　　 ∇ ▽

































l　　 l　　　　　　　 Rl l　　　　　 R2
i 人数　 尊大 l 専軒 ‾r 専 小人数　 専大 専 中 専 小
日 92　　 41％ 27％　　 32％ 62 47％ 29％ 24％









】環境 ∇　 ▽l A △
途上国 ▽ ▽l 慮ゝ




































































































人数　 尊大 専中　 寺小 人数 尊大 i専中 専小
日 87 1 17％⊥ ＿型と」」き3％ 60 25％　 17％‾1 8％







経済 ∇　 ▽］　　　　　　　　　 品△1
環境 ∇　　　 ▽Å △
途上国 ∇　　 ▽A △




















































































B ri s t ol bl o o d s　1968．Con t r o
ll e d s u r ve y o f e f f e c t s on
he al t h o f l o c al c ommuni t y


















人数 尊大 専中 専小　 破 T「専大 専中 ；専小
日 蕗 1 47％18％ 35％　j　61 54篤 21％r　25％















途上国 ∇　　 ▽△ △

























































手［ ，　　　　　　　　　　　　　　 ▽ ∇



























327：モデル動 物の脳神経 系 に関す る、情報処 理機 能が兄 いだ され 、そ のメカニズムが解 明 され る。
r　　　 ［　　　　　　　 Rl RZ
1 「大数 j 青天 手車 専示‾ 人数 尊大 車重：I 車 重
度
等
p－一一一一－＋W・一－ ・一日　　　 94 50％ う1％ 享9型
48麗
6う 52％ 17％肺 『
丑　　 60 23％ 2鍋 1 55 ， 16％　 24約　 60％






































































































人数 尊大 l専中 専小 人数 専大 専中 専小
日「 l o 40％ 32％ ［28％】 61i嘉 29鞋 33％
独 l 67 l 18時　 31％　 5i『 55　 11時　 27％62％








































価 格 血 ∠ゝ





産 業 界 こシ′
の 取 組 lA △
公 的 な Ⅴ
規 制 ．こニー













































う8 26『 38畑　 36％









経済 ▽℡］　　　　　　　　　　　 凰　 △
∇　 ▽
且△































































































‾大薮 丁 育 夫「 面 訂 専小門　」 ＿
度 ［ 日
！人数 専大　 専 中 専小
83 14％ 37％ 48％； 59 1 19％　 37％　 4蛸
等　 独 74 、 商 27％ 、 54町　 62 1 13％　 37％　 50％
1 十 二 ‾ …ー 「 L － ▽ 大
科 学



















































































人数 専大 手 中 専小 人数 ［専大 専 中 専小
『 丁 ‾ 「 －　58 ： 28％ ［33％40％








































































































人数 専大 丁 面 訂 専小 人数 専大 手中‾T 青石
日 60　　 30％ 25％　　 45％






































































































l 人数 尊大 専中 l 専小 人数 尊大　 専中　 専小
日 1　　　　 1 一　首i 20％　　 27％ 53％




































































































人数 尊大 専中 専小 人数　 専大丁 幸市　 専生
60 ヨ慧 ＋ 慧 ＋ 票日




















































































大数 l専夫‘専中 専小 人数 尊大　 専中 i専小
日 旦 46％ 29％ 25％

















































































































































































































































































































































































































































































課　 題　 内　 容 第 5 回調査 今 回の調査
401：どの よ うな ごみ をほ う り込 んで も、 自動的 に種 類 2 0 0 6 年
（2 0 0 8 年）
2 0 1 3 年
（2 0 0 5 年）別 に分 け、楽 に運搬がで きる家庭用 ごみ箱が普 及する。
403：都市 ごみか ら有価物 を分別 ・分離 しリサイ クル可 2 0 0 3 年 2 0 0 4 年




























































































































































































































課　 題　 内　 容 第 5 回調 査 今 回の調査
428：世界 の二 酸化炭 素の排出量 が現 在 の 8 0 ％まで低 2 0 1 3 年 2 0 1 9 年
下す る。 （2 0 0 6 年） （2 0 1 9 年 ）
429 ：オゾ ン層 を破壊 せず、地球温 暖化 の点 で も問題 が
1 9 9 9 年
（1 9 9 9 年）
2 0 0 4 年
















人数 二車を ［車 巨］適 小 人数　 青天 専中 専小
日 96 46％ 「相月　 26％ ！ 70　E　47％3 －1 盲元





































































































































人数　 尊大　 専中　 専小 人数　 尊大 専中 専小
日 95 47％25％ 27％ 70　　 47％ 30％ 23％












環境 、ダ△ l A
途上国 ∇　 ▽l 品△
社会 ，∇　 ▽．三ニー墨


















































































































人数 尊大 専 中 専 小 人数 尊大 ］専中 専 小
日 98 ［48％33％ ［ 19％ 72　　 56％　　 28％ 17％






























































































































人数 i 専大 専 中 専 小 人数 尊大　 専 中 専小
日 96 －　4硝 34％ 22％ 73 55％ 30％15％









経 済 ∇ Ⅴ
胼 2．





























余 りな い　　　　　　　　 中間　　　　　　　　 十分有 り
科学
































人材 ∇ 甘 ． △　 ▲
技術革 ∇ ▽









































405：プ ラスチ ック材料 が純粋 な形のみで な く混合物 として も多様 に リサ イ クル （例：プラスチ ックの油化） で き





大数 専大　 専中 専小 人数　 寺本 専中 ［専小
98 38％　L　32％31％ 弯　72　 4首25％～　2些




［ 小　　　　　　　　　　 中　　　　　　　　　　　 大
九こ：ー’科学
技術 γ．：・．
経済 ▽ ∇ ソ二1こ．
環境 Ⅶ7 ，△ ▲


































































































































人数 尊大 専中　 寺小 人数 画 丁専中 専小
日 99 42％元『 1 31％ 7351畑　 27％22％









経済 i ∇∇ y二こ．
環 境 ・ゝニ・A ．































価 格 瓜 ゝ
























j 人材 ▽ ∇
∠1品
技術革 j　　　　　　　 Ⅶ7
新環境 ；　　　　　　　　　 l A
】研究開l ▽ ∇























































人数 専大　 手申丁 専 小　 犬 薮丁 青 天「頂 嘩　 専小
日 79 1 29％27％ 1 44％ 1〃　63 1 30％41％ 29％
独　 E　94 15％ 43り　 43％　　 80　 1硝 41％ 45％




































































































































人数　 専大 専 中　 寺 小 人数 尊大 専 中　 専小
日 90 27％ 28％ 46％ ［ 62 35％ 27％ 37％











途 上 国 ∇
．ニI二ヾ

















































































































「確 ‾「竜 大 専 中 ＿革 小
46％
44％
人 数 専天 画 ‘「盲 小
日　 1 74 19％ 35％ 52 19％37％ ： 44％













途上 国 ， ▽ ∇．ニiiⅦ










































































































大薮　 尊大 l 専中 「専小 人数 尊大 専中 専 小
日 103 1 38％30％ 32％テ2 40％ う8％ 22％






































余 りない　　　　　　　　 中間　　　　　　　　 十分有 り
、一室ふ
技術 △ 瓜
l 需要 血 △
［価格 月誠二ゝ













































































人数　 専大 専中 専小 人数 毒大　 壷 中 専小
ら　 日 l g3　　 40％ 29％ ！31％65 42％　…　37％ 22％




















































1公共 の ！　　　　　　　 W

























































人数 尊大 専 中 専小 人数　 尊大　 専 中　 寺 小
日 95　　 52％ 24％24％　　 68 62％ 22％ 16％
















































































































⊥ △数 。専大 専中 専小 人数 専天 「ー手中 専小
膏 封 霊 26％ 28％ 66 52％ 27％2i％










途 上国 Ⅶ7 ，品△
















































































































人数 尊大　 専 中 l 専小 人数 尊大 専中 手　専 小
日 膏8 48％ 26％ 26％ 69 48％　E　32％　 20％
独 89　 日 獅 42％ 36％ 74 23％ 38％　　 39％
























































































































l　　　　　　　 Rl I　　　　　 R2
人蜜 、 尊大 ［専 中 専／ト 一人数 l 尊大　 華 中
l 62　 「 細 目　 39％
専小
日‾‾ 軒「 30％　　 3硝 36％ 32％



















































































































人数　 青天 専 中 l 専小 人 数　 尊大 専 中 専 小
日 100 35％ 38％ 27％ 72　 手　32％ 35％ ］ 33％










途上国 ∇ r ；こ．




















































































人数 尊大　 専中 専 小 人数 尊大 専 中　 寺小
1　 日 81　　 33％ 33％ 33％ 1 59 ，34％ 34％ i 32％









経 済 ∇▽A l
環 境 ∇∇プ，工・，
途 上国 l二こ：ー‘ A

























余 りない　　　　　　　　 中間　　　　　　　　 十分有 り
科学
技術 ∠ゝ　Å
需要 1　　 Å　　 △
価格 血　 △























































人数 尊大 専 中 専小 人数　 尊大 専 中 専小
日 64 30％ 33％ 38％ 43 37％　E　37％ 26％







































































































人数 専大 専中 専 小 人数 専大 専 中 専小
日 100 22％ 38％ 40％ 7222％ 25％，53％































































































422：オ ゾ ン層 破壊 による地球へ の紫 外線放射 増加が原 因 とな る遺 伝学 的影 響及び人 間の免 疫 システムへ の影響 力‘





人数 専大 専中 l 専 小 人数 専大 専 中 専小
日 78 12％ 26％ 63畑　 53 15％ 21％ 64％















































































423：エル ニーニ ョ現象 の実 態が大気 、海洋 、雪氷等 の地球規模 の変化 と関連 して解明 され る。
専 紮 RI　　　　　　　　　　　　　　　 R2
一大 薮 尊大 ［専 中　 専小 大数 尊大　 専 中　 専小
度
等
日 80 1 33％ 30％ 1 38％ 5638時　 25％ ［38％






























































































人数 I 専大 1 専 中 】専小 人数 尊大 専中 専 小
日 64 27％ 30％ 44％ 45 29％ 31％　　 40％









途上国 Ⅶr 戯 1




















































資金 ・ h ・iこ
設備 凪 △




























l　　　　　　　 Rl　　　　　　 ［　　　　　　　 R2
人数 専大 ［専中 専示 人数 禁 1 雷 十雷
日　　　 66 27％ ：32畑　 41％46












































































】技術革 l　　　　　　 ∇　 ▽
新環境 1　　　　　　　 A






























人数 一専大 E 車中 専 小 人数 専大 専 中　 寺小
日 63 13％ 32％ 56％ 47 13％30畑　 57％


































1 需要 ∇ ▽





































人材 て7腎 ， 』ゝ
ト
















427 ：化 石エ ネル ギー源 の利用 の大 部分が再 生 システ ム （再生可能 エネルギ ー） に代用 され 、二酸化 炭素 の指数郎






　」 i 人数 旁尊 大 専 中 専／ト 人数 ‾竜 大 専 中 専／J＼
日 96 20％ －　33％ 4墜6ふ椎 22％ 31％ 47％





科学 ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▽　 ∇
技術 ソ二‘iこ．
経済 ▽ ∇ ，△邑 l
環境 ．こ！重Å
＝「 「 ‾　　　　　　　　　　 ▽ ∇
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∠】邑 ’











































































































人数 尊大 専 中 専小 人数 l 尊大 専 中　 専 小
日 105　E 17％34％ 49％ 73 18％ 36％ 47％























































































































」　 「天 象‾「専； 夫 専 中 専小 人数 尊大 ，専 中 専小
□　 胃　99 15％33％ 1 52％6「 「 蔽 32％ 51％




































余 りな い　　　　　　　　 中間　　　　　　　　 十 分 有 り
科 学
技 術 ∠コゝ





































研 究 開 ∇



























































































































































人薮 丁青 天訂‾「手中 専小 人数　 専大 ’専中 専小
日 l 53 47％ 30％ 23％




































































































一　人数　 尊大　 専 中 専小 人数　 専 大　 専 中　 専小
日 64　　 25％ 1 4購　　 31％






























































































































































































420：水平格子5Kmの実用的な気候モデルの処理が可能な1Pe t a FLOPS（一秒に10
の15乗回浮動小数点演算を行う計算速度）のスーパーコンピューターが実用化される。
424：黒潮やメキシコ湾流に伴う冷水塊の出現予測技術が普及する。
406：例えば不用となった製品の回収・処分に関する義務が法的に規定されることにより、
新たな資源の消費が最小限に抑えられる循環経済が確立して、ほとんどすべての材料
がリサイクルされるようになる。
409：在来の天然材料を工業原料に、酵素的、化学的に変換する新しい方法、および新たな
天然材料を生物的方法によりスクリーニングする新しい方法が開発される。
418：大気圏、海洋、生物圏を含む二酸化炭素循環に人間が与える影響が定量的に解明される。
410：都市ごみの焼却により発生する二酸化炭素の回収技術が実用化される。
401：どのようなごみをはうり込んでも、自動的に種類別に分け、楽に運搬ができる
家庭用ごみ箱が普及する。
408：問題のある化学物質が分解、リサイクルの可能性など生態系における物質的特性を
配慮した生物学的な製品に代替される。
402：大部分の住宅、オフィスビルにごみの管路収集システムが普及する。
426：過去500万年間の世界の砂漠の変遷地図が完成する。
407：製品（消費材）の寿命が5倍になる。
425：気候の変動が次の氷河期の開始に影響するのかどうかが解明される。
428：世界の二酸化炭素の排出量が現在の80％まで低下する。
427：化石エネルギー源の利用の大部分が再生システム（再生可能エネルギー）に代用され、
二酸化炭素の指数的増加の抑制がはじまる。
－269－

（参考資料）技術予測国際コンファレンス

（参考資料）
技術予測国際コンファレンスについて
1．日時
1995年6月13日（火）～6月14日（水）
2．場所
日本科学技術情報センター国際会議室（東京都千代田区四番町5－3）
3．参加人数
①ラウンドテーブルメンバー：26名
（独、英、仏、豪、韓、日の6カ国）
②一般参加者等 152名
（在日大使館：16名、一般参加者：136名）
4．開催主旨
国の科学政策技術の立案、企業の技術開発戦略の策定等に当たっては、科学技術の
中長期的な発展動向を把捉することが不可欠である。
このような観点から、科学技術庁においては20数年前から5年毎に継続的に技術
予測調査を実施してきている。この調査は、国内の各分野の専門家を対象にデルファ
イ法で実施されている。最新の第5回調査（1992年11月公表）では約1，150の技術
課題が取り上げられ、約2，400人の専門家の意見が集約されている。
近年、ヨーロッパを中心に、このような予測調査に対する関心が高まり、既にドイ
ツ政府は日本の第5回予測調査課題をドイツ語に翻訳してドイツ国内で調査を行い、
その結果は1993年8月に公表された。フランス政府も同様の調査をフランス国内で
実施し、1995年4月に結果を公表した。
日本とドイツの調査結果の比較分析は、科学技術政策研究所とドイツ側担当機関で
あるフラウンホーファーシステム・技術革新研究所（ISI）の協力のもとに実施され、
1994年4月に報告書がまとめられている。この結果については、1994年5月ドイツ
ベルリンにおいて「テクノロジーの未来胃日本とドイツの将来展望の比較」セミナー
が開催され、討議・意見交換が行われた。
このセミナーを通じて、技術予測に見られる日独の技術の将来展望が全体として良
い一致を示している一方で、科学技術と経済、社会、文化等の関わりの面では相違点
も認められることが明らかになった。
技術予測を技術戦略策定等のツールとしてより有効なものとしていくためには、そ
の調査手法、解析手法等を一層深めていくとともに、科学技術の国際化に対応し得る
国際性を持つものにしていく必要がある。このような認識から、科学技術政策研究所
とISIは1993年末より共同で、調査分野を、
①材料・プロセス
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（診情報・エレクトロニクス
③ライフサイエンス
④環境
の4分野に絞り、調査設計の段階から国際協力を行う日独技術予測調査（ミニ・デル
フアイ調査）に着手した。
今回のコンファレンスは、ミニ・デルフアイ調査の結果を中心として、日独を中心
とする各国の専門家が一同に会して、
（彰日独の長期展望の一致点、相違点
②科学技術を巡る経済、文化等の社会的要因について
の国際的比較分析
③技術予測の今後の国際協力の在り方
等についての討議・意見交換を行い、技術予測の今後の展開に資することを目的とし
ている。
5．各国の技術予測調査について
5．1イギリスの技術予測調査
イギリスの技術予測プログラムは、1993年5月発表の科学技術白書の中で提案され、
同年中に開始された計画であり、その目的は今後10年から20年の間に市場化可能な
優先すべき技術を選定・評価することである。政府・各省庁の代表者、企業の代表者、
大学関係者を集めて、首相直轄の技術予測委員会が設置された。調査は内閣科学技術
局（OST）が事務局となって実施し、「材料」、「エネルギー」、「環境」等15分野、
約1，000課題の大規模なものとなっている。調査ついてはアンケート調査と共に、各
地域で数十回に及ぶ会議やインタビュー等を行い、1995年5月に委員会報告書が公表
され、27の包括的課題が示された。
今後政府は、この報告書に示された技術の研究開発を推進していくための予算措置
として、科学技術局に1996年～1998年の3年間で4千万ボンド、貿易産業省に1995
年～1998年の4年間で7千万ボンドを追加することとしている。
5．2フランスの技術予測調査
高等教育・研究省（MESR）は、ドイツと同様に日本の第5回技術予測調査の課題を
フランス語に翻訳して、フランス国内で調査を実施し、1995年4月に集計結果を公表
した。
その目的は、技術予測により科学技術の発展の展望を把握し、研究開発の優先順位
等の科学技術政策をより科学的に立案するツールとして利用することである。現時点
でのマクロの評価では、宇宙分野等においてはドイツと異なる傾向も認められており、
今後さらに詳細な統計分析を進めていく考えである。技術予測については、フランス
はまだ着手したばかりであるが、このような新しい手法というものが長期的な研究課
題の検索において、絶対的に必要であると考えている。
5．3オーストラリアの技術予測調査
オーストラリア科学技術会議（ASTEC）が、科学技術の発展動向を将来のニーズに
適合させるという目的で、21世紀に向けての科学技術に対するニーズ調査を実施した。
ー272－
スパンとしては2010年頃までの15年間を対象として、内外経済、政治、社会の変化
を展望するとともに、技術進歩が影響すると考えられる将来ニーズを抽出することな
どを予定している。
手法としては、デルフアイ的なアプローチ、シナリオ解析、関係者でのディスカッ
ションなど複数を用いており、専門家グループの他にジェネラリストのリファレンス
グループも置いている。このような方法で120の課題から絞り込みを進めている。こ
の調査は1994年～1995年で行い、1995年11月に調査結果に関するレポートをオー
ストラリア政府へ提出する予定である。
5．4韓国の技術予測調査
アンケートの基本設計は日本と同様であるが、独自に課題作成をして技術予測調査
を実施した。これは、自国の技術水準に関する正確な診断と技術予測を土台とした長
期的科学技術政策の展開により、西暦2000年代には先進7カ国の技術水準に到達す
るという国家目標に基づいたものである。
科学技術政策管理研究所（STEPI）は、1993年～1994年にかけて、情報・エレクト
ロニクス、電気通信、材料、医療等15分野、合計1，174課題（第2回調査時）の技
術予測調査を実施し、報告書を1994年10月に公表した。この技術予測調査課題の中
には日本の第5回技術予測調査と同一及び類似課題が317課題含まれている。また、
韓国の調査では、韓国内での実現時期と共に、世界で最も進んでいる国での実現時期
も予測しているが、概して、世界に比べて韓国は5年程度遅いという結果が得られて
いる。
6．技術予測コンファレンスのポイント
今回の技術予測国際コンファレンスでは、以下の3点のことを行った。
①日独のミニ・デルフアイ調査の結果についての両国の長期展望の一致点、相違点、
並びに科学技術を巡る経済、文化等の社会的要因についての国際的比較分析を行う
ために、「ミニ・デルフアイについて」、「環境」、「情報・エレクトロニクス」
「材料・プロセス」及び「ライフサイエンス」の5つのセッションで計10回のプ
レゼンテーション及びディスカッション。
（診イギリス、フランス、オーストラリア及び韓国の代表から、自国における技術予測
の概要についてのプレゼンテーション及びディスカッション。
③各国の参加者の間での技術予測の今後の国際協力の在り方等の討議・意見交換。
この議論により、得られたことは次の通りである。
（9ミニ・デルフアイの4分野の調査結果の討議を通じて、このような技術予測を国際
協力の下に実施することが長期的な政策・計画等の立案に有用であるという共通の
認識が得られた。
②各国のプレゼンテーションから、日本、ドイツ、フランス及び韓国のデルファイ法
を中心としたアプローチの他、イギリスのデルファイ法にシナリオ分析、パネルデ
ィスカッションを加えた全政府的なアプローチ、オーストラリアの将来ニーズに着
目したアプローチのように各国とも自国の問題意識、国情等に応じて、多様な試み
が行われていることが明らかになった。
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③技術予測に関する今後の国際協力についての討議においては、まず日本より第6回
技術予測の計画を紹介し、調査内容を検討・確定していく段階で適宜情報を各国に
提供していく用意のある旨の説明を行うとともに、各国の調査ニーズを満足させる
ため、各国が共通して調査する課題のグループ及び自国のみにおいて調査する課題
のグループを設定する方式の提案を行った。これに対して、ドイツからは日本と協
力して第6回技術予測調査を行うという意向が表明され、フランス、イギリス等の
出席者からも関心が表明された。
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当日のプログラム
1卵5．6．13（Tue）
10：00～10：20
10：20～11：40
11：40～13：10
13：10～14：50
14：50－15：10
15：10一一16：50
16：50一一17：50
開会（OpenhgAddress）
坂内　富士男（科学技術政策研究所所長）
Mr・FujioSakauchi（DirectorGeneral，NISTEP）
Sessionl：ミニ・デルフアイ調査について（OutJineofMini・De）phi）
Moderator：坂内　富士男（科学技術政策研究所所長）
Mr・FujioSakauchi（Direc10rGeneral，NISTEP）
桑原　輝隆（科学技術政策研究所総括上席研究官）
Mr・TerutakaKuwahara（Director，NISTEP）
Dr．HariolfGruPP（Director，ISI）
－昼食肛unch）－
Sessio止Z：環境分野（EnYironment）
Moderator：Dr・HansRiotte（BMBF）
ゴミ処理技術とリサイクル（WasteProcessingandRecycling）
Dr・KurtWagemann（DECHEMA）
地球規模の気象変動（ClimateResearchandClimateTechnology）
濱田　陸士（放送大学教授）
Prof・TakashiHamada（TheUniversityoftheAir）
一休憩（Co恥eちrea均一
Session3：情報・エレクトロニクス分野（h伽mationalldElectronics）
Moderator：軽部　征夫（東京大学先端科学技術研究センター教授）
Prof．IsaoKarube（TheUniversityofTokyo）
人工知能（CognitiveSystemandArtificialIntelligence）
田中　穂積（東京工業大学教授）
Prof・HozumiTanaka（TokyoInstituteofTechnology）
ナノテクノロジーとマイクロマシン
（NanotechnologyandMicrosystemsTechnology）
Dr・PeterBley（ResearchCenterfbrNuclearResearch，Karlsnlhe）
Session4：イギリス及びフランスの技術予測
汀echJl0logyForecastorUKandFrance）
Moderator：TaeyoungShin（STEPI）
UK
Dr．GrahameWalshe（OST）
France
Ms．JeanneSeyvet（MESR）
Mr．AlainQuivreux（MESR）
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1995．6．14（Wed）
9：30～10：30
10：30～12：10
12：10～13：40
13：40～15：20
15：20～15：40
15：40～17：40
17：40～17：50
Se∬ion5：オーストラリア及び韓国の技術予測
（TechJlO］ogyForecastofAuslraIiaandKorea）
Moderator：Dr．GrahameWalshe（OST）
Australia
Prof．RonJohnston（ASTEC）
Korea
Dr．TaeyoungShin（STEPl）
Session6：材料・プロセス分野（MaterialsandFutureProccssing）
Moderator：Prof．RonJolmston（ASTEC）
太陽電池（PhotoVoltaics）
Dr．FritzP丘sterer（Universit邑tStuttgart）
超電導（SuperConductivity）
前田　弘（金属材料技術研究所総合研究官）
Dr．HiroshiMaeda（NationalResearchInstituteforMetals）
一昼食伍unch）一
Sessiom7：ライフサイエンス分野（Li鮎Science）
Moderator：Mr．AlainQuevreux（MESR）
がん研究（CancerResearchandTreatment）
Prof．Dr・HorstK6nig（BASF－Gruppe）
脳機能研究（BrainResearch）
軽部　征夫（東京大学先端科学技術研究センター教授）
Prof・lsaoKarube（TheUniversityofTokyo）
一休憩（Co随eIrea昭一
Sessioll8：総合ディスカッション（RoundTablel）iscussioIl）
Moderator：Dr．HariolfGruPP（Director，ISl）
ラウンドテーブルメンバーによるディスカッション
（DiscussionbyRoundTableMembers）
閉会（CJosiJ）gAddress）
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